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りぶらいおん
http://www.libra-sc.jp

図書館交流プラザ（愛称：Libra）は、「図書館」「活動支援」「文化創造」「交流」
の 4つの機能で構成されています。りぶらサポータークラブ (LSC) は、Libra
の施設活用をサポートする活動をしています。

特集：りぶらまつり2010
　　　　11月13日・14日開催！

りぶらまつり、
盛り上げるぞ〜！

実行委員長です。

よろしく！

活動支援ステージ
リーダーの
栗木お父さん

交流ステージ
リーダーの
鍛治お兄さん

図書館ステージ
リーダーの
田中丸お母さん

文化創造ステージ
リーダーの
神谷お姉さん
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北海道恵庭市でのブックスタートの様子

写真 : 特定非営利活動法人ブックスタート

質問
1西尾鉄道西尾線2平坂支線3旧西尾線4福岡挙母線5門立 (もだち ) 支線に
ついて、鉄道路線の載っている資料がみたい。

回答

1「名古屋鉄道百年史」p.145
2「名鉄の廃線を歩く」p.106
3「名鉄の廃線を歩く」p.131
4「名鉄の廃線を歩く」p.115及び p.122
5「名鉄の廃線を歩く」p.115 に、それぞれ記載あり。

プロセス

西尾鉄道について「新編 岡崎市史 20 総集編」で調べる。西尾鉄道は、大正期
の岡崎・西尾間の鉄道であり、大正15年に愛知電機鉄道に合併、その後、名
鉄西尾線と呼ばれていたことがわかる。地域資料の鉄道関連の書架 (A686) か
ら、参考資料をあたり、路線図を探した。

参考資料

「名鉄岡崎市内線」 藤井建著 ネコパブリッシング 2003
「名古屋鉄道百年史」 名古屋鉄道 1994
「名鉄の廃線を歩く」 徳田耕一編著 JTB 2001
「名古屋鉄道社史」 名古屋鉄道 1961

　　　　　　　りぶら映像アーカイブス

　岡崎市立中央図書館2階の視聴覚ブースでは、ビデオやDVDなど
の館内資料だけでなく、年代別にアーカイブス化された岡崎に関する貴
重なニュース・番組映像を視聴することができます。
　懐かしい映像のなかに、
ひょっとして、あなたも登
場しているかも ?!
 
　紹介映像6
　　「家康の館開館」
　　NHKニュース
　　放送年 : 昭和 57年
　　　　　　(1982年 )

レファレンス事例集6

岡崎市立中央図書館でこれまでに受けた資料
相談事例を紹介します。
「へえ～、図書館でそんなことがわかるの !」
と感動 (?) できるネタ満載ですよ。

国立国会図書館レファレンス協同
データベース
http://crd.ndl.go.jp/GENERAL/servlet/
common.Controler より 

りぶら中央図書館情報

　　　　　　　あたらしい図書館サービスがはじまります
　　　　　　　　　「ブックスタート」

　11月から新規事業として、ブックスタートを開始します。ブックスタート
は、絵本を開く楽しい体験といっしょに絵本を手渡し、心ふれあう楽しいひと
ときを持つきっかけをつくる活動です。岡崎市の未来を担う子どもたちの豊か
な心づくりのため、また、子育てを応援するまちづくりのために実施します。

　○対象者 　 : 平成 22年 4月2日以降の出生児とその保護者
　○会　場 　 : 岡崎げんき館 若宮町2丁目1番地1
　○実施方法 : 絵本の読み聞かせの実演をしながら、絵本をお渡しします。
　　　　　　　最初のポリオワクチン予防接種 (生後6ヶ月から )の際に、
　　　　　　　会場で行います。事前の申込みは不要です。
　○実施体制 : 行政と市民の協働で取り組みます。読み聞かせの経験豊かなボラン
　　　　　　　ティアを始めとしたスタッフが、研修を重ねながら取り組みます。
　○問合せ　：中央図書館（康生通西4-71　TEL23-3111）

　11月 3日、岡崎公園内に、「三河武士のや
かた家康館」がオープンしました。
　映像からは、翌年から始まるNHK大河ドラ
マ「徳川家康」に出演する俳優の滝田栄さんと
竹下景子さんを迎え、式典が華やかに執り行わ
れた様子を伺い知ることができます。
　当日は、お二人のチャリティーサイン会も開
かれたようです。当時は、大河ドラマ開始とと
もに家康ブームが起こり、家康館もたいへんな
賑わいを見せました。
　あれから28年近く経った今年の9月26日、
岡崎では家康公検定が行われます。また違った
形でのブームが訪れるかもしれませんね。
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りぶら中央図書館2階テーマ展示コーナー

8 月 19 日 ( 木 ) 〜 9 月 30 日 ( 木 )

老後力　生きがいの探求

1 「人生二毛作」のすすめ   脳をいつまでも生き生き ~ 外山 滋比古 /著 飛鳥新社

2 「生涯現役」時代への挑戦 定年後の生きがい 山口 宗秋 /著 産業能率大学出版部

3 60 歳から少しだけ社会貢献を始める本 佐藤 葉 / 著 実務教育出版

4 いのちのレッスン                          新藤 兼人 /著 青草書房

5 デブでズボラがエベレストに登れた理由 三浦 雄一郎 /著 マガジンハウス

6 ときめき老後術 ひとり暮らしの骨董ざんまい 上坂 冬子 /著 海竜社

7 ニッポン・ビューティ 本物の女たちの美しいい生き方 白江 亜古 /著 講談社

8 価値ある生き方のヒント 森村 誠一 /著 PHP研究所

9 悔いなく生きよう 心満たされる人生の送り方    堀田 力 / 著 講談社

10 頑固のすすめ 王 貞治 /著 角川書店

11 今、言い残しておきたいこと 喜びに充ちた人生を歩む 飯田 深雪 /著 海竜社

12 新☆老人生きる 生きがいの創造、長寿の健康法 吉沢 久子 /著 ビジネス社

13 人生、90歳からおもしろい ! やなせ たかし /著 フレーベル館

14 生きる勇気、死ぬ元気 五木 寛之 /著 平凡社

15 大老年 老いて発見する男の生きがい 三浦 朱門 /著 海竜社

16 天然老人 こんなに楽しい独居生活  ( アスキー新書 ) 秋山 祐徳太子 /著 アスキー・メデ

17 日野原重明のいのちと生きがい 日野原 重明 /著 青春出版社

18 老いてこそ上機嫌 田辺 聖子 /著 海竜社

19 老いるということ ( 講談社現代新書 ) 黒井 千次 /著 講談社

20 老兵の消燈ラッパ 佐藤 愛子 /著 文芸春秋

　「人生50年」といわれていたのは、遠い
過去のものとなりました。先日発表された
日本人の平均寿命は、男性79,59歳・女性
86,44歳です。長い人生を充実して送るた
めには、「生きがい」を持つことがとても大
切なことだといえます。
　「敬老の日」に合わせ、有識者の話やセカ
ンドライフの過ごし方などの資料を集めて、

テーマ展示を開催します。充実した老後を
過ごすための参考になればと思います。
　資料はすべて貸出いたしますので、是非
ご利用ください。下記の一覧は、資料のご
く一部です。りぶら中央図書館の２階ポピュ
ラーライブラリーのテーマ展示コーナーに
お越しください。図書の他、ビデオ・CD・
パンフレットなどもございます。
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Event guide

9・10月　りぶらイベントガイド
催しの予定は変更になることがあります。詳細は主催者へお問い合わせください。

※このほかの情報は、「市政だより」や「岡崎市図書館交流プラザ」・「りぶらサポータークラブ」のホームページを
　ご参照いただくか、りぶら市民活動総合支援センターもしくは市民活動センターの窓口にお訪ねください。

日　時 イベント名・会場 料　金 主　催

9月3日（金）　　　　　　　　　
13～14時

おやこリトミック　 500円 育遊空感　べる★す～ず                    
080-3661-5152

9月6日（月）　　　　　　　　
10時30分～

親子で遊ぶリトミック 500円 りぶらっこ☆ふぁみりー                    
23-3114

9月11日（土）　　　　　　　
10～12時15分

子どものクッキング                             　　　　　　　　　　　　　　       
秋の行楽弁当を作ろう！（持帰り）

1,200円 NPO法人食育推進ネットワーク　　　　　　　　　
岡崎支部　58-8069

9月12日（日）　　　　　　　
10～12時

山野草の寄せ植え教室 500円 公園緑地課　23-6717

9月12日（日）　　　　　　　
14～15時30分

初心者のための日経新聞入門講座 － 中央図書館　23-3111

9月14日（火）　　　　　　
10～11時30分

寺子屋☆脳きらり － 長寿課　23-6837

9月19日（日）　　　　　　　　
14～16時

チームHAPPY! パパ　会議室101                  
パパが学ぶ叱り方・ほめ方講座

無料 りぶらサポータークラブ                    
23-3114

9月20日（月）　　　　　　　
14時～

Heart＆Heart                               　　　　　　　　　　　　           
ミュージカル基本

Heart＆Heart　32-1373　　　　　　　　　　　　　
参加料は募金（愛は地球を救う）

9月30日（木）　　　　　　
13時30分～

ボランティアマネージャー養成講座                 
会議室301

無料 りぶらサポータークラブ                    
23-3114

10月２日（土）　　　　　　　
10～14時

チームHAPPY! パパ　りぶら調理室      　　　　　　　　       
パパと子どもでピザ作りに挑戦

1,500円 りぶらサポータークラブ                    
23-3114

10月3日（日）　　
14～16時

LICCの講座                                  　　　　　　　　　　　　             
ワールドレクチャー（ドイツの歴史）

りぶら国際交流センター                    
23-3148

10月４日
（月）14～16時

チャットサロン 中国語 りぶら国際交流センター                    
23-3148

10月7日（木）         
14時～

シネマ・ド・りぶら上映会　　　　　　　　　　　　　　　　　　
『地下室のメロディー』　りぶらホール                                    
13:15から整理券配布

無料 りぶらサポータークラブ                    
23-3114

10月9日（土）         
14～17時

りぶら交差点　会議室301・302                  
脈動する“りぶら”を確かめ合おう

無料 りぶらサポータークラブ                    
23-3114

10月30日（土）       
10～12時

チームHAPPY! パパ                               　　　　　　       
“パパ、私はどこから来たの？”って聞か
れたら

無料 りぶらサポータークラブ                    
23-3114
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特派員レポート　vol.1
庭で遊ぼう：いきものみっけ隊活動

　いきものみっけ隊第2回は30名が
参加して、7月10日 ( 土 ) に行われた。
前日の雨天とは対照的に好天に恵まれ、
りぶら前の伊賀川周辺から岡崎公園まで
散策をしながら、いろんな虫・植物を見
つけた。
　リーダーの杉浦さんからチョウの種類
のツバメシジミとヤマトシジミの区別を

教えてもらったり、ビンドウのしかけ方
を見せてもらったりした。公園内ではア
オバズクのつがいが生息していて、参加
者は静かに観察した。聴診器で虫の音を
聴く女の子、玉虫を発見して喜ぶ男の子
など、活動を楽しんでいた。           
レポーター： 鈴木直人 43歳

特派員レポート　vol.2
岡崎図書館未来企画のアンケート実施

　このアンケートは、中央図書館の「評
価指標づくり」のために行われたもので、
7月9日 ( 金 )・11日 ( 日 )・13日 ( 火 )
の 3日間、合計400人の方に答えてい
ただきました。
　中央図書館の出入り口に設置された
机にはアンケートと筆記具が用意され、
LSCメンバーやボランティアが、来館
者に声をかけました。快く応じてくれる
人、遠まきにながめる人、立ち止まって
ちょっとのぞく人、足早に通りすぎる人
と、反応は様々でした。
　今回アンケートでは、年齢や性別をま
んべんなく対象とするため、声をかける
対象を限定させていただきましたので、
そのほかの方々には、「図書館で何かやっ
てるな」と、“市民活動”を目にする
機会になったと思いました。

　子どもを連れた女性は、「ふだんはあ
まりアンケートに協力することはないん
ですよ。でも、ここの図書館は好きでよ
く来るので」と笑って答えてくださいま
した。また、「行政主導ではなく、市民
がこういった取り組みをしていることは
とてもいいことだと思いますよ」と言わ
れた方もありました。
　一方、ボランテイアのスタッフからは、
「待っているだけではだめ。声かけの大
切さがわかった」、「このアンケート結果
がどう反映されていくのかこそが大切
だ」との声がありました。
　結構なボリュームのあるアンケートに、
熱心に答えて下さった市民の皆様、運営
にかかわってくださったボランティアの
皆様、ご協力ありがとうございました。  
レポーター：りん・むー

特派員レポート　vol.3
りぶらミステリーツアー

　7月24日 ( 土 )13:30～「りぶらミ
ステリーツアー」と題して、施設案内ツ
アーが行われた。参加者は小学生以下の
子どもたちとその親御さんで、5～6家
族の皆さんと主催者・案内ボランティア
の総勢約30名ほどであった。子どもた
ちは園児～小学校高学年と幅広く、途中
で飽きてしまう子どもも出るかと心配さ
れたが、主催者側の事前準備・企画・進
行がよく、参加者も熱心に見学されてお
り、比較的スムーズな見学会であった。
　「図書館バックヤードツアー」では、
本の貸出し・返却をスムーズに行うため
の処理が自動化されており、このツアー
の目玉であり圧巻であった。特に自動仕
分け機や自動化書庫は子どもたちも大い
に興味を持ち、通路から中へ入りジーッ
と観察したり、なかなかその場を離れよ

うとしなかったりと前向きな姿勢が目立
ち、時間を気にする案内者を悩ませる (?)
場面もあった。
　最後に、子ども図書館で「図書館を使っ
た学習賞コンクール入賞作品」が展示さ
れており、夏休みの宿題を抱える親子に
とって参考になる展示であり、説明を聞
き興味深く見学している親子の姿が見受
けられた。
　今回の企画は時期もよく内容も充実し
ており、「もっと時間が欲しい」という
子どもさんもいて、成功裡に終わったと
感じた。このような企画で、もっと沢山
の親子に参加してもらい、りぶらを活用
する人が増え、気軽に本に親しむ環境が
出来上がっていくことを期待したい。
レポーター：アラコキの悠々人（69才）
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(1) 個人会員 : 年会費   2,000 円
(2) 団体会員 : 年会費   2,000 円
(3) 賛助会員 : 1口      1,000円 (随時 )

けている。そんな人って、やっぱりなか
なかいないんですよ。内田さんにこうい
う姿勢があるからこそ、ミュージシャン
の多くが今も内田さんを全面的に信頼し
ていて、両者の間は、強い絆で結ばれて
いるわけです。
　そして、ここまで一貫した活動で、な
おかつ、何の見返りも要求しない無償の
活動であることでは、一つの長大な「生
涯学習」なんですよね。だからこそ、こ
のコレクションを生涯学習拠点である
「りぶら」に設置する意味があると思っ
ています。音楽としてのジャズの紹介な
らば、岡崎なんかじゃなくて、アメリカ
のもっと立派な施設に任せておけばいい
んです。
　内田修ジャズコレクションは、日本の
ジャズ史のルーツとなる文化資産です。
一人でも多くの市民の皆さんに、ここに
しかない、日本のジャズ史のルーツとし
ての貴重な資料や記録を、見て、聴いて、
共有してもら
いたいと思い
ますし、それ
が、内田さん
が最も希望さ
れていること
です。

(前号から続く )
　「銀巴里セッション」のレコード化に
よって、「日本のジャズ」が注目され始め、
秋吉敏子さんや渡辺貞夫さんら、自己表
現手段としてジャズを学び、アーティス
トとしてジャズを使いこなしていく若い
日本人ミュージシャンとの親交が一層活
発になっていきました。内田修さんはそ
の過程で、例えば高価なレコードを買い
揃え、超高級オーディオやピアノを置き、
本格的なレコーディングスタジオまで造
り、これらを惜しげもなくミュージシャ
ンに開放しました。コレクション展示室
奥に再現した「ドクターズ・スタジオ」
がまさにそれで、彼らにとってはオアシ
ス的空間だったそうです。
　また、不規則な生活のため体調を壊し
た多くのミュージシャンに対して、手術
や治療にあたりました。山下洋輔さんは、
そんなミュージシャンたちを指して、ご
自身の著書で「オールスター患者クラブ」
と命名されています。さらには、ミュー
ジシャンに演奏の機会をたくさん提供し
ようと、1964年～1997年の33年間、
「ナゴヤ・ヤマハ・ジャズ・クラブ」を
150回にわたり開催したのですが、他
の都市でも見られるような、いわゆる全
国ツアー中のメンバーをそのまま招くの

ではなく、内
田さん主宰だ
からこそ可能
な、オリジナ
ルな組み合わ
せによるライ
ブを次々と企
画していきま
した。そのため、このヤマハ・ジャズ・
クラブや、ドクターズ・スタジオで収録
された録音テープは、内田さんとミュー
ジシャンの交流の記録であると同時に、
日本のジャズ史においても貴重な記録と
なり得ているのです。こうした活動の成
果が、今のジャズコレクション展示に結
実しています。
　私は内田さんのそんな生き方という
か、人生の時間の多くを、ジャズをテー
マに割いたこれらの活動全体でもって、
「内田修ジャズコレクション」ととらえ
ています。レコードが何枚、テープが何
本、書籍が何冊、だからコレクション、
というのではなくてね。ミュージシャ
ンではないけれど、マニアックなコレク
ターではない、口うるさい評論家でもな
い。ジャズという音楽文化、そしてそれ
に真剣に取り組む日本のジャズミュージ
シャンを、心から愛し、陰から支援し続

内田修ジャズコレクションを語る　
市民活動総合支援センター所長　小柳英二

私の一冊　vol.8　　『あるヨギの自叙伝』
パラマハンサ・ヨガナンダ著　森北出版

　「ヨギ」とは「ヨガ行者」のこと。著
者であるパラマハンサ・ヨガナンダもイ
ンドの偉大なヨギであり、27歳で渡米
して以来亡くなるまで、物質主義だった
西洋にヨガの秘伝を伝え、広め続けまし
た。日本ではあまり有名ではありません
が、ビートルズのジョージ・ハリスンや
エルビス・プレスリーもこの本の熱心な
読者だったといいます。
　この本は、文字通り著者の半生をつ
づったものですが、私の人生を変えてし
まった、と言っても過言ではない衝撃的
な本です。なぜならこの本には、初めか
ら終わりまで丸ごと一冊「愛」が綴られ

ていて、愛 ( 博愛・家族愛・師弟愛 ) は
時間も空間も死さえも超えられる、とい
うことを教えてくれました。読んでいる
途中も、読み終わった後も、何度も何度
でも感慨が訪れる1冊です。
　しかもそれだけでなく、ヨガの奥儀や
宇宙の真理を、極めて科学的に、しかも
ユーモラスに解き明かしていますので、
読んだ人すべてがスピリチュアルに感化
されるだけでなく、神秘な世界を科学的
に理解することができるという点で稀代
の書と言えるでしょう。そしてこれは私
の想像の域を出ませんが、スターウォー
ズの“ジェダイ”は、絶対にこの本に

構想を得ている
と確信していま
す。超人的な力
“フォース”を
こなす痛快なさまは、まさにヨギそのも
のです。神秘主義に懐疑的な方でも、純
粋にファンタジーとして楽しく読めるこ
とうけあいです。

深谷紗与子：ふかやさよこ

　NOP 法人岡崎まち育てセン

ター・りた事業開発チーム広報担当。

「Litaracy」という情報誌を編集し

ています。今、タイ料理・インド料

理を作るのに凝っていますが、どち

らかというと食べるほうが好き。


